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新燃岳では、今期間、噴火は発生しませんでした。 

新燃岳の北西数 km の地下深くのマグマだまりへの深部からのマグマの供給は停止し、新燃岳浅部

の活動も低下しています。しかし、新燃岳の北西地下深くのマグマだまりには相当量のマグマが蓄積

されています。また、新燃岳直下の火山性地震は少ないながらも続いており、火口には高温の溶岩が

溜まっていることから、現在でも小規模な噴火が発生する可能性は否定できません。 

新燃岳火口から概ね２km の範囲では、噴火に伴う弾道を描いて飛散する大きな噴石に警戒が必要

です。噴火時には、風下側で火山灰だけではなく小さな噴石（火山れき）が風に流されて降るおそれ

があるため注意してください。 

噴火警報や霧島山上空の風情報に留意してください。 

降雨時には泥流や土石流に警戒が必要です。降雨に関する情報に留意してください。 

平成 24 年６月 26 日に火口周辺警報を発表し、警戒事項を切り替えました（噴火警戒レベル３（入

山規制）継続）。その後、予報警報事項に変更はありません。 
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新燃岳 

○ ９月の活動概況 

・噴煙など表面現象の状況（図１、図３） 

新燃岳では、今期間、噴火は発生しませんでした(最後の爆発的噴火１)は 2011 年３月１日、噴

火は 2011 年９月７日)。噴煙活動に特段の変化はなく、白色の噴煙が火口縁上概ね 50ｍ（最高 200

ｍ）で経過しました。 

 

・地震や微動の発生の状況（表１、図２、図３） 

火山性地震の月回数は 69 回と６～８月（６月：23 回、７月：17 回、８月：37 回）に比べてや

や増加したものの、少ない状態で経過しました。震源はこれまでと同様に、新燃岳付近の海抜下

０～２㎞付近に分布しました。 

火山性微動は観測されませんでした（８月：なし）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この火山活動解説資料は福岡管区気象台ホームページ（http://www.jma-net.go.jp/fukuoka/）や気象

庁ホームページ（http://www.seisvol.kishou.go.jp/tokyo/volcano.html）でも閲覧することができま

す。次回の火山活動解説資料（平成 24 年 10 月分）は平成 24 年 11 月８日に発表する予定です。 

※この資料は気象庁のほか、国土地理院、鹿児島県、東京大学、九州大学、鹿児島大学及び独立行政法

人防災科学技術研究所のデータも利用して作成しています。 

資料中の地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の『数値地図 50ｍメッシュ

（標高）』を使用しています（承認番号：平 23 情使、第 467 号）。 
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・火口内および周辺の状況（図４） 

14日に、海上自衛隊第72航空隊鹿屋航空分遣隊の協力を得て上空からの調査を実施しました。

火口内に蓄積された溶岩の北側から東側及び南側に複数の噴気孔がみられ、火口内にとどまる程

度のごく少量の白色の噴煙が主に北側と東側から上がっていました。また、溶岩には複数の水た

まりを確認しました。前回（５月 18 日）の観測と比較して、火口内に蓄積された溶岩の形状や火

口内の噴気の状況に変化は認められませんでした。 

赤外熱映像装置２)による観測では、噴気がみられる部分や火口内に蓄積された溶岩の縁辺部（特

に南側）が比較的高温で、前回と比較して変化は認められませんでした。 

西側斜面の割れ目では、噴気は確認できませんでしたが、赤外熱映像装置による観測では、前

回の調査と同様にやや温度の高い部分が認められました。 

 

・地殻変動の状況（図５～８） 

国土地理院の広域的な地殻変動観測結果では、新燃岳の北西地下深くのマグマだまりへのマグ

マの供給に伴う地盤の伸びの傾向は、2011 年 12 月初め頃から鈍化しました。2012 年 1 月以降は

ほぼ停滞していましたが、「えびの」－「牧園」基線では５月頃から、「牧園」－「都城２」で

は６月頃からわずかに縮みの傾向が見られます。 

新燃岳周辺の GPS 連続観測及び傾斜計では、火山活動によると考えられる変化は認められませ

んでした。 

 

・火山ガスの状況（図３） 

26 日に実施した現地調査では、二酸化硫黄放出量は最大でも 1 日あたり 10 トンとごく少ない

状態でした（前回８月 31 日：10 トン（最大値））。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 霧島山（新燃岳） 噴煙の状況（９月９日、韓国岳遠望カメラによる） 

白色の噴煙が火口縁上 200ｍ以下で経過しました。 

１）爆発地震を伴い、空振計で一定基準以上の空振を観測した場合に爆発的噴火としています。

２）赤外熱映像装置は物体が放射する赤外線を感知して温度分布を測定する測器です。熱源から

離れた場所から測定することができる利点がありますが、測定距離や大気等の影響で実際の

熱源の温度よりも低く測定される場合があります。 
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図２※ 霧島山（新燃岳） 震源分布図（2004 年１月～2012 年９月） 

＜９月の状況＞ 

  震源はこれまでと同様に、新燃岳付近の海抜下０～２㎞付近に分布しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2011～2012 年 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

爆発的噴火回数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

地震回数 654 800 966 797 610 368 356 81 23 17 37 69

 :2012 年９月の震源 

 :2004 年１月～2012 年８月の震源 

表１ 霧島山（新燃岳） 最近１年間の爆発的噴火・地震回数（2011 年 10 月～2012 年９月） 
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図３※ 霧島山（新燃岳） 火山活動経過図（2003 年１月～2012 年９月） 

＜９月の状況＞ 

・火山性地震の月回数は 69 回と６～８月（６月：23 回、７月：17 回、８月：37 回）に比べてや

や増加したものの、少ない状態で経過しました。 

・26 日に実施した現地調査では、二酸化硫黄放出量は最大でも 1 日あたり 10 トンとごく少

ない状態でした（前回８月 31 日：10 トン（最大値））。 

３）火山性地震のうち、Ａ型地震はＰ波、Ｓ波の相が明瞭で比較的周期の短い地震で、一般的に起こる地 

震と同様、地殻の破壊によって発生していると考えられ、マグマの貫入に伴う火道周辺の岩石破壊によって発生

していることが知られています。また、Ｂ型地震は相が不明瞭で、比較的周期が長く、火口周辺の比較的浅い場

所で発生する地震で、火道内のガスの移動やマグマの発泡などにより発生すると考えられています。Ｂ型地震の

うち、比較的周期が短いものを BH 型、長いものを BL 型と分類しています。 

2011 年６月 16 日～2012 年２月 17 日の期間は、新燃岳南西観測点の障害のため、新燃西(震)観測点及

び霧島南(震)観測点で計数しています。 
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2012 年９月 14 日 10 時 14 分 

海上自衛隊第 72 航空隊鹿屋航空分遣隊

のヘリコプターから撮影 

2012 年５月 18 日 11 時 08 分 

海上自衛隊第 72 航空隊鹿屋航空分遣隊のヘリコプターから撮影 

2012 年９月 14 日 10 時 14 分 

海上自衛隊第 72 航空隊鹿屋航空分遣隊のヘリコプターから撮影

2012 年５月 18 日 10 時 59 分 

海上自衛隊第 72 航空隊鹿屋航空分遣隊のヘリコプターから撮影 

図４ 霧島山（新燃岳） 火口内の状況（左）および赤外熱映像装置による火口付近の地表面温度分

布（右） 

・前回（５月 18 日）と比較して、火口内に蓄積された溶岩の形状及び火口内の噴気の状況に変化

は認められませんでした。 

・火口内にとどまる程度のごく少量の噴煙が主に北側（赤丸）と東側（白丸）から上がっていまし

た。また、溶岩には複数の水たまりを確認しました。 

・西側斜面の割れ目（黄丸）からの噴気は確認できませんでした。 

・前回（５月 18 日）と比較して地表面温度分布に大きな変化はなく、噴気がみられる部分や火口

内に蓄積された溶岩の縁辺部（特に南側（橙丸））が比較的高温でした。 

・西側斜面の割れ目の一部（黄丸）では、前回の調査と同様にやや温度の高い部分が認められまし

た。 
 

赤外熱映像の温度表示は、熱異常域ではない領域の平均温度で調整して表示しています。 
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図５ 霧島山（新燃岳） BH 型地震の時間別回数と高千穂河原傾斜計の変化 

（2011 年１月～2012 年９月）

＜９月の状況＞ 

傾斜計では、火山活動に伴う特段の変化は認められませんでした。 

 
2011 年６月上旬～７月上旬、９月中旬及び 11 月中旬、2012 年６月上旬～7 月上旬の傾斜変化は、降水等の気

象条件の影響も含まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

BH 型地震時別回数 
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霧島山周辺 地殻変動連続観測基線図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６※ 霧島山（新燃岳） 国土地理院による広域的な地殻変動観測結果* 

（2009 年４月～2012 年９月）

国土地理院の広域的な地殻変動観測結果では、新燃岳の北西地下深くのマグマだまりへのマグ

マの供給に伴う地盤の伸びの傾向は 2011 年 12 月初め頃から鈍化しました。2012 年 1 月以降はほ

ぼ停滞していましたが、「えびの」－「牧園」基線では５月頃から、「牧園」－「都城２」では

６月頃からわずかに縮みの傾向が見られます。 

 
*最終解（グラフ中黒丸）は国際的な GPS 観測機関（IGS）が計算した GPS 衛星の最終の軌道情報（精密暦）

で解析した結果で、最も精度の高いものです。速報解（グラフ中白丸）は速報的な軌道情報による解析結果で、

最終解に比べ精度は若干下回りますが、早期に解を得ることができます。 

●：[最終解]  ○：[速報解] 
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図 7-1 霧島山 GPS 連続観測による長期の基線長変化（2010 年１月～2012 年９月） 

GPS 連続観測では、新燃岳周辺の基線で火山活動によると考えられる変化は認められませんで

した。 

 
この基線は図８の①～⑥に対応しています。 

データについては、電離層の影響を補正する等、解析方法を改良しています。 

 

灰色の部分は機器障害のため欠測を示しています。 

2011 年４月１日解析開始

2011 年４月１日解析開始

2011 年４月１日解析開始

2010 年 12 月１日解析開始

2010 年 10 月１日解析開始 

2010 年 12 月１日解析開始

大幡山南観測点の局所的

な変動と考えられます 

大幡山南観測点の局所的

な変動と考えられます 
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図 7-2 霧島山 GPS 連続観測による長期の基線長変化（2010 年１月～2012 年９月） 

 
この基線は図８の⑦～⑪に対応しています。 

2010 年 10 月以降のデータについては、電離層の影響を補正する等、解析方法を改良しています。 

 

灰色の部分は機器障害のため欠測を示しています。 

 

2011 年４月１日解析開始

2010 年 10 月１日解析開始 

皇子原観測点の周辺環境による 

局所的な変動と考えられます 

大幡山南観測点の局所的

な変動と考えられます 
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図８ 霧島山 GPS 連続観測点と基線番号 

小さな白丸（○）は気象庁の観測点位置を示しています。 
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図９ 霧島山 観測点配置図 

小さな白丸（○）は気象庁、小さな黒丸（●）は気象庁以外の機関の観測点位置を示しています。 

（鹿）：鹿児島県、（震）：東京大学地震研究所、（九）：九州大学、（防）：防災科学技術研究所 
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御 鉢 

 

 

 

 

 

○ ９月の活動概況 

・噴煙など表面現象の状況（図 10、図 11） 

火口縁を超える噴煙は認められませんでした。 

 

・地震や微動の発生状況（表２、図 11、図 12） 

火山性地震は１回（８月：２回）と少ない状態で経過しました。震源は、御鉢火口西側の海抜

下０km 付近でした。 

18 日に振幅が小さく、継続時間の短い火山性微動を１回観測しました。火山性微動を観測した

のは 2010 年 11 月 10 日以来です。微動発生時に表面現象や傾斜計に特段の変化は認められません

でした。 

 

・地殻変動の状況（図６、図７） 

GPS 連続観測では、火山活動によると考えられる変化は認められませんでした。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

2011～2012 年 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

地震回数 4 0 0 3 3 1 0 0 4 0 2 1

微動回数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

火山活動に特段の変化はなく火口周辺に影響を及ぼす噴火の兆候は認められません。 

平成 19 年 12 月１日に噴火予報（噴火警戒レベル１、平常）を発表しました。その後、予報警報

事項に変更はありません。 

表２ 霧島山（御鉢） 最近１年間の地震・微動回数（2011 年 10 月～2012 年９月）

図 10 霧島山（御鉢） 遠望カメラによる御鉢の状況（９月 26 日、猪子石遠望カメラより） 
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 :2012 年９月の震源 

 :2004 年１月～2012 年８月の震源 

図 11※ 霧島山（御鉢） 火山活動経過図（2003 年１月～2012 年９月） 

＜９月の状況＞ 

・火山性地震は１回（８月：２回）と少ない状態で経過しました。 

・18 日に振幅が小さく、継続時間の短い火山性微動を１回観測しました。火山性微動を観

測したのは 2010 年 11 月 10 日以来です。微動発生時に表面現象や傾斜計に特段の変化は

認められませんでした。 

2011 年３月１日から高千穂峰の地震計が障害中のため、高千穂西(震)及び高千穂河原で計数しています。 

図 12※ 霧島山（御鉢） 震源分布図（2004 年１月～2012 年９月） 

＜９月の状況＞ 

震源は、御鉢火口西側の海抜下０km 付近でした。 


